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23) 浜 洋平，水口俊介，佐々木啓一，前田健康，羽村 

章，一戸達也，森山啓司：健康長寿を育む歯学教育

コンソーシアム―第１報―初年度を終えて．第 34

回日本歯科医学教育学会総会および学術大会，鹿児

島，2015. 7. 10-11，プログラム・抄録集：85, 2015. 

24) 岡 広子，石田陽子，洪 光，原田史子：三大学歯

学部合同海外派遣プログラムの評価 I．第一回参加

者のプログラム前後意識調査結果の比較からの検討．

第 34 回日本歯科医学教育学会総会および学術大会，

鹿児島，2015. 7. 10-11，プログラム・抄録集：94, 

2015. 

25) 金子友厚，庭野和明，前田健康，興地隆史：歯科用

実体顕微鏡の歯内療法学基礎実習・臨床予備実習へ

の導入．第 34 回日本歯科医学教育学会総会および学

術大会，鹿児島，2015. 7. 10-11，プログラム・抄

録集：113, 2015. 

26) 岡 広子，石田陽子，洪 光，原田史子：歯学部学

部学生に対する海外活動・留学についての意識調査 

I．学生が抱える不安要素．第 34 回日本歯科医学教

育学会総会および学術大会，鹿児島，2015. 7. 10-11，

プログラム・抄録集：143, 2015. 

27) 三村純代，二川浩樹，田地 豪，石田陽子，竹石龍

右，天雲太一，竹内裕尚，首藤崇裕，佐々木啓一，

前田健康，菅井基行：大学間連携共同教育推進事業

におけるバイオデンタル教育の実施．第 34 回日本歯

科医学教育学会総会および学術大会，鹿児島，2015. 

7. 10-11，プログラム・抄録集：162, 2015. 

28) 佐藤新一，田所大典，中村吉秀，大槻里実，亀山亜

美，鈴木麻里恵，柏 美砂，根本恭利，石田陽子，

竹石龍右，竹内裕尚，天雲太一，洪 光，岡 広子，

前田健康：３大学（新潟大学，東北大学，広島大学）

合同短期留学における，タイ・コンケン大学の歯学

教育との比較検討．第 34 回日本歯科医学教育学会総

会および学術大会，鹿児島，2015. 7. 10-11，プロ

グラム・抄録集：165, 2015. 

29）加藤寛子，泉 健次，原 夕子，塩見 晶，上野

山敦士，前田健康：低酸素環境が培養ヒト正常口腔

粘膜上皮細胞に及ぼす影響．日本組織培養学会 第

88 回大会，広島，2015. 5. 26-27，組織培養研究，

34(1): 34, 2015. 

30）椎野良隆，酒井翔悟，竹石龍右，林 宏和，井上

誠：姿勢の違いが摂食嚥下機能に与える影響．日本

顎口腔機能学会第 54 回学術大会，鹿児島，2015. 4. 

18-19，日顎口腔機能会誌 22(1)：36-37，2015． 

 

【研究会発表】 

１)  Izumi K, Yoshihara T, Kato H, Hara Y, Saito N, Maeda 

T, Tobita S: Application of phosphorescent Ir(III) 
complex for monitoring oxygen levels in a 
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equivalent (EVPOME) - A preliminary study. The 3rd 
Conference of the Japanese Association for Hypoxia 
Biology, Tokyo, 2015. 7. 25, 2015. 

 

【受賞】 

１) Suda D, Ohazama A, Maeda T, Kobayashi T: Effects of 
FK506 on the mandibular condylar bone following 
mandibular distraction in a rat model. Outstanding 
Poster, The 54th Congress of Korean Association of 
Maxillofacial Plastic and Reconstructive Surgeons, 
Buyeo-gun, Korea, 2015. 11. 12-14. Maxillofac. Plast. 
Reconstr. Surg., Program Book: 38, P054, 2015. 

２) 神田知佳，竹石龍右，真柄 仁，辻村恭憲，井上 

誠：口腔への温度刺激がもたらす嚥下機能への影響．

日本学口腔機能学会第 55 回学術大会優秀賞，大阪，

2015. 11. 1, 日顎口腔機能会誌 2016 印刷中． 

３) 前川知樹：平成27年度 新潟大学 学長賞，2015. 9. 

30. 

 

【特許出願・特許取得】 

１) 泉 健次，加藤寛子，前田 竜，河上貴宏，山口 勇．

培養口腔粘膜作成に最適な魚コラーゲン製材のト

ポロジー開発．国内特許出願（出願人：新潟大学，

多木化学），2016 年 2 月 23 日，特願 2016-31777，

2016. 

 

口腔生命福祉学科 

【著書】 

1） 小野和宏, 松下佳代: 第 8章【歯学】教室と現場を

つなぐ PBL—学習としての評価を中心に―. 松下佳

代・京都大学高等教育研究開発推進センター（編

著）: ディープ・アクティブラーニング 大学授業

を深化させるために, 勁草書房, 東京, 2015 年 1

月 20 日. 

2） 小野和宏: 「大学学習法」の学習評価実践—レポー

ト評価に焦点をあてて―. 御手洗明美, 谷村英洋

（編集）: 「学習成果」の設定と評価—アカデミッ

ク・スキルの育成を手がかりに―, 立教大学大学教

育開発・支援センター, 東京, 2015 年 3 月. 

3） 小野和宏: 第 9章 レポートを書く. 小野和宏（編

著）: 大学で学ぶための学習ガイドブック, 新潟大

学歯学部, 新潟, 2015 年 3 月. 

4） 小野和宏, 松下佳代: 第 2 章 初年次教育における

レポート評価. 松下佳代, 石井英真編: アクティ
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ブラーニングの評価, 東信堂, 東京, 2016 年 3 月

20 日. 

5） 福島正義：日本歯科保存学会編：う蝕治療ガイド

ライン第２版,分担執筆 P28-32,P44-58,永末書店,

京都,2015 年 6 月. 

6） 福島正義：E.M.ウィルキンス著：ウィルキンス歯

科衛生士の臨床 第11版,分担翻訳,P878-891,医歯

薬出版,東京,2015 年 7 月. 

7） 福島正義：森戸光彦,山根源之,櫻井 薫,羽村 章,

下山和宏,柿木保明編著：老年歯科医学,分担執筆

P373-379,医歯薬出版,東京,2015 年 10 月. 

8） 福島正義：日本接着歯学会編：接着歯学 第２版,

分担執筆,序,医歯薬出版,東京,2015 年 11 月. 

9） 高橋直紀，山崎和久： 第Ⅲ編 口腔細菌と疾患 第

14 章 腸内細菌叢への影響． 「バイオテクノロジー

シリーズ 腸内細菌・口腔細菌と全身疾患」 (落合

邦康 監修)，195-203 頁，シーエムシー出版，東京，

2015． 

10） 山崎和久： 第 5編 腸管以外のマイクロバイオーム

の生態と機能 第 1 章 口腔マイクロバイオームの

生態と機能 第 2 節 口腔細菌が及ぼす腸内細菌叢

への影響－歯周病と全身疾患の関連・腸内細菌叢

dysbiosis からの視点－． 「ヒトマイクロバイオー

ム研究最前線」(服部正平 監修)，331-342 頁，株式

会社エヌ・ティー・エス，東京，2016． 

11） 石川裕子：ウィルキンス 歯科衛生士の臨床 原著

第 11 版 医歯薬出版：第 29 章 歯磨剤と洗口剤 

p.386-396, 2015 年． 

12） ステガロユ ロクサーナ: 第12章 英語で考える. 

小野和宏（編著）: 大学で学ぶための学習ガイド

ブック, 新潟大学歯学部, 新潟, 2015 年 3 月. 
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Periodont Res, 50(2): 173-179, 2015.  

6） Yoshihara A, Sugita N, Iwasaki M, Wang Y, Miyazaki H, 
Yoshie H, Nakamura K: The interaction between beta-3 
adrenergic receptor and PPAR gamma gene 
polymorphism to periodontal disease in 
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－78－ 

Ishimoto T, Fukutomi E, Chen W, Imai I, Fuzisawa M, 
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祐二, 山田一穂, 高木律男: インプラント治療に

よる上顎洞に関連した合併症の臨床的検討. 顎顔



－79－ 

面インプラント誌, 14(2): 99-105, 2015. 

31） 藤原百合, 鈴木恵子, 齋藤功, 須佐美隆史, 朝日
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学会誌，45(2)，1-12，2015 
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難しいの？！,デンタルハイジーン 36（2）,136〜

148,2016. 
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に及ぼす影響．無菌生物 45(1): 48-49，2015． 

7） 有松圭，山崎和久：歯周病が全身疾患へ影響を及ぼ

す新たなメカニズム．日本歯科評論 75(10): 

141-143, 2015 年． 

8） 山崎和久・中島貴子：歯周病と動脈硬化性疾患は

どう関係するの？．デンタルハイジーン 35(12): 

1336-1339， 2015 年. 

9） 山崎和久：口腔細菌と腸内細菌の関係－歯周病が全

身に及ぼすメカニズム・腸内細菌叢 dysbiosis から

の視点－．歯界展望 127(1): 6-15，2016. 

 

【研究費獲得】 

1） 小野和宏（研究代表者）, 井上誠, 谷口裕重, 真柄

仁: 舌骨喉頭位と嚥下機能の関連. 日本学術振興

会科学研究費補助金 基盤研究(C), 25462992, 2013

〜2015. 

2） 飯吉透, 梶田将司, 酒井博之, 溝上慎一, 喜多一, 

小野和宏（研究分担者）, 岡部洋一, 尾澤重知, 土

佐尚子, 高橋幸, 重田勝介, 大塚雄作, 松下佳代, 

鈴木晶子, 田口真奈, 村上正行: 大学教育改善の

促進と教育イノベーション普及のための「大学教育

コモンズ」の構築. 日本学術振興会科学研究費補助

金 基盤研究(A), 25242017, 2013〜2015. 

3） 小田陽平, 小野和宏（研究分担者）, 藤井規孝: 診

療参加型歯科臨床実習における学習成果の可視化

—e ポートフォリオの開発—. 日本学術振興会科学研

究補助金 基盤研究(C), 26350270, 2014〜2016. 

4） 松下佳代, 小野和宏（研究分担者）, 平山朋子: 能

力形成を促すパフォーマンス評価の開発と発展. 

日本学術振興会科学研究補助金 基盤研究(B), 

15H03473, 2015〜2017. 

5） 福島正義：長期臨床データに基づく接着性セラミッ

ク系修復物の寿命要因の分析.日本学術振興会科学

研究費補助金 基盤研究（C）,25462953, 

2015. 

6） 福島正義：口腔保健学講座における研究助成,寄附

金,2015. 

7） 葭原明弘（研究代表者）：脂質・糖・骨代謝異常と

歯周病との共通遺伝子・修飾要因の解明および疾患

モデルの構築，日本学術振興会科学研究補助金，基

盤研究(B), 24390470, 2015. 

8） 葭原明弘（研究分担者）：生体反応の化学的測定に

基づく客観的な新規歯周病診断システムの開発，日本
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学術振興会科学研究補助金，基盤研究(B) ，262934

42, 2015. 

9） 葭原明弘（研究分担者）：高齢者の口腔機能改善が

及ぼす運動器機能訓練への増強効果の検証，日本学

術振興会科学研究補助金，基盤研究(C), 24593144, 

2015. 

10） 山崎 和久： 口腔-腸管連関を基盤としたペリオド

ンタルメディスン病因論の統合的解明. 日本学術

振興会科学研究費補助金 基盤研究(A), 15H02578, 

2015. 

11） 山崎 和久： 病態可視化マウスを用いた新規歯周病

病因論の探索. 日本学術振興会科学研究費補助金 

挑戦的萌芽研究, 15K15763, 2015. 

12） 大内章嗣： 介護保険施設における口腔機能維持管

理と栄養管理との連携による社会経済効果分析. 

日本学術振興会科学研究費助成金 挑戦的萌

芽,15K15772, 2015～2016. 

13） 石川裕子，大島勇人：胎生期ラベリング法を用いた

歯髄幹細胞の局在と維持機構の解明．日本学術振興

会科学研究費補助金 基盤研究(C)，25462955，2015． 

14） 柴田佐都子（研究代表者）, ステガロユ ロクサー

ナ（研究分担者）, 大内章嗣（研究分担者）：介護

施設における口腔衛生管理と栄養管理（経口維持

等）の連携の実態と効果．（公財）8020 推進財団，

2015. 

15） 柴田佐都子（研究分担者）, 大内章嗣（分担研究者）, 

井上 誠（研究代表者）：超高齢社会におけるフレ

イルを克服する．（公財）8020 推進財団，2015. 

16） 田中みか子, Stegaroiu Roxana （研究分担者） , 三

上絵美,小野高裕,田中 礼,江尻貞一:歯科用 CBCT

像上の顎骨と頸椎の骨梁構造変化を指標とした新

規骨粗鬆症診断法の開発, 日本学術振興会科学研

究費補助金研究、基盤研究（C）, 課題番号 15K11154，

2015 

17） 米澤大輔： 初期成年期及び成年期の歯の喪失に影

響を与える要因の解析と歯科保健プログラムの構

築. 日本学術振興会科学研究費補助金 若手(B), 

26861828, 2015. 

 
【招待講演・シンポジウム】 

1) Yamazaki K: New Paradigm for the link between 
Periodontitis and Systemic Diseases. 6th Hiroshima 
Conference on Education and Science in Dentistry, 
Hiroshima, October 23, 2015.  

2) Yamazaki K: The Link Between Periodontitis and 
Systemic Diseases -Current Situation and Prospect for 
The Future- . International Symposium on Development 
of Human Resources in Practical Oral Health and 

Treatment. Lombok, Indonesia, January 8, 2016. 
3) Yamazaki K: A novel mechanism linking periodontal 

disease and systemic diseases. 2nd International Forum 
on Periodontal disease in Asia, Singapore, January 16, 
2016. 

4) 小野和宏: 新しい学習評価方法の開発—PBL におけ

る問題解決能力の直接評価—. 大学間連携共同教育

推進事業「連携機能を活用した歯学教育高度化プロ

グラム」中間シンポジウム, 新潟市, 2015 年 2 月 10

日. 

5) 福島正義：シンポジウムⅢ学会主導型学術プログラ

ム：次世代の歯科保存学教育への提言,講演１：超高

齢社会における保存修復学教育のあり方,日本歯科

保存学会 2015 年度春季学術大会（第 142 回）,2015

年 6 月 26 日,北九州市. 

6) 福島正義：第２回歯科衛生士関連委員会主催セミ

ナー「歯科衛生研究の進め方 Part 1」,第 26 回日本

老年歯科医学会総会・学術大会,横浜市,2015 年 6 月

14 日. 

7) 福島正義：シンポジウム「ポーセレンラミネートベ

ニアの臨床における診療室と歯科技工士室の連携」

／ポーセレンラミネートベニアの接着技法と長期臨

床経過,第 34 回日本接着歯学会学術大会講演集,接

着歯学,第 33 巻（3）,P112、2015 年 12 月 19 日,東

京.  

8) 高橋英樹：生活困窮者自立支援の取り組みと地域づ

くり,済生会主催「生活困窮者問題シンポジウム」基

調講演,新潟,2015 年 11 月 8 日,講演録全文

https://www.saiseikai.or.jp/about/information/

20160127/ 

9) 高橋英樹：社会福祉の理念と動向．平成 27 年度社会

福祉施設指導的職員研修，新潟，2015 年 7 月 28 日・

8月 20 日，同研修資料集 3-15 頁，2015 

10) 高橋英樹：社会福祉行政，平成 27 年度福祉行政新任

職員研修，新潟，2015 年 5 月 28，同研修資料集 72-80

頁，2015 

11) 高橋英樹：市民後見概論．平成 27 年度新潟市市民後

見人養成研修，新潟，2014 年 8 月 86 日，同研修資

料集 1-7 頁，2015 

12) 高橋英樹：社会的養護の援助実践における“ソー

シャルワークを考える”，平成 27 年度新潟県児童養

護施設協議会職員研修会，長岡，2014 年 6 月 26 日，

同研修資料集 1-10 頁，2015 

13) 高橋英樹： 社会福祉援助技術論・社会福祉援助技術

演習，平成 27 年度児童家庭相談業務研修会，新潟，

2016 年 1 月 25 日，同研修資料集（全頁），2016 

14) 山崎和久: シンポジウム I 「歯周病は史上最悪の感

染症か」, 歯周病が全身に及ぼす新たなメカニズム. 
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第 58 回春季日本歯周病学会学術大会, 千葉, 2015

年 5 月 15 日. 

15) 山崎和久: 歯周病の全身に及ぼす影響. 第 63 回日

本化学療法学会総会イブニングセミナー2, 東京, 

2015 年 6 月 5日. 

16) 中川兼人：「公的扶助論(スーパーバイザーのため

に)」/平成 27 年度新潟県新任生活保護査察指導員研

修,新潟,2015 年 4月 15日,同資料集 1―13頁,2015. 

17) 中川兼人：「地域包括ケアを推進するために」/平成

27年度新潟県福祉行政新任職員研修,新潟,2015年 5

月 29 日,同資料集 25―40 頁,2015. 

18) 中川兼人：「子どもの貧困そして貧困の連鎖に関す

る考察」/新潟県子どもの貧困対策推進計画検討委員

会,新潟,2015 年 7 月 10 日,同資料集[資料 10]1-8

頁,2015. 

19) 中川兼人：「生活困窮者自立支援って何？」/新潟市

民生委員・児童委員協議会連合会、2015 年度生活援

護部会研修会,新潟,2015 年 10 月 2 日,同資料集

1―13 頁,2015. 

20) 中川兼人：「今、地域での福祉」/新潟市教育委員会

亀田地区公民館,2015 年度研修会,新潟,2015 年 10

月 23 日,同資料集 1―20 頁,2015. 

21) 中川兼人：生活困窮者問題シンポジウム「新潟にお

ける生活困窮者の自立支援と地域づくり」コーディ

ネーター兼シンポジスト/恩賜財団済生会,新

潟,2015 年 11 月 8 日. 

22) 中川兼人：「他組織との連携の取り方」/新潟市歯科

医師会、「はーもにープロジェクト講演会」,新

潟,2016 年 1 月 21 日,同資料集 1―8頁,2015. 

23) 中川兼人：「福祉サービス提供組織の経営」/新潟県

田上町社会福祉協議会,2015 年度幹部研修,新

潟,2016 年 2 月 29 日. 

 

【学会発表】 

1） Sugita N, Yoshihara A, Hanai Y, Iwasaki M, Miyazaki H, 
Nakamura K, Yoshie H: Variants in uncoupling protein 
genes associated with severe periodontitis in 
postmenopausal Japanese women. Europerio8, London 
(UK), 2015 年 6 月 3-6 日. 

2） Hanai Y, Sugita N, Yoshihara A, Iwasaki M, Miyazaki H, 
Nakamura K, Yoshie H: Relationships between genetic 
polymorphisms of inflammatory cytokines, CRP levels 
and periodontitis. Europerio8, London (UK), 2015 年 6
月 3-6 日. 

3） Kuroki A, Sugita N, Yoshihara A, Kobayashi T, Yoshie 
H: Association of periodontal parameters and γ-glutamyl 
transpeptidase in Japanese adults. Europerio8, London 
(UK), 2015 年 6 月 3-6 日.  

4） Che Y, Sugita N, Yoshihara A, Wang Y, Hanai Y, Iwasaki 
M, Miyazaki H, Nakamura K, Yoshie H: The effect of 
macrophage erythroblast attacher (MAEA) gene 
polymorphism on the relationships between 
periodontitis and bone mineral density in 
postmenopausal Japanese women. Europerio8, London 
(UK), 2015 年 6 月 3-6 日. 

5） Sato K, Takahashi N, Matsuda Y, Yamazaki K: Effects 
of Prevotella intermedia administration on systemic 
inflammation in mice. 11th Asian Pacific Society of 
Periodontology Meeting, Bali, Indonesia, October 8-9, 
2015. 

6） Takahashi N, Matsuda Y, Sato K, Yamada H, Tabeta K, 
Yamazaki K: Neuronal TRPV1 prevents alveolar bone 
resorption in experimental periodontitis mice model. 11th 
Asian Pacific Society of Periodontology Meeting, Bali, 
Indonesia, October 8-9, 2015. 

7） Takahashi N, Matsuda Y, Sato K, Tabeta K, Yamazaki K: 
Neuronal TRPV1 activation regulates alveolar bone 
resorption by osteoclasts via CGRP. 63nd Annual meeting 
of JADR, Fukuoka, October 30, 2015. 

8） Matsuda Y, Minagawa T, Okui T, Tabeta K, Nakajima T, 
Yamazaki K: Effect of Resveratrol on alveolar bone loss 
induced by the experimental occlusal trauma in mice: 
63nd Annual meeting of JADR, Fukuoka, October 30, 
2015. 

9） Stegaroiu R, Kurokawa K, Yamada K, Nishiyama H, 
Hayashi T. 3D-FEM model using cone-beam CT for 
stress prediction around implants. 16th Biennial Meeting 
of the International College of Prosthodontists (ICP), 
Seoul, Korea, September 17 - 20, 2015 Conference 
Program: 94, 2015. 

10） Ishikawa Y, Nakatomi M, Ohshima H: Mechanisms 
maintaining quiescent stem cells in the apical bud of 
incisors and the dental pulp of growing incisors and 
developing molars of mice. Japan and Korea Knowledge 
Exchange Sessions 2016, Hong Kong, 2016. 2. 12-13. 

11） 児玉泰光, 大湊麗, 五十嵐友樹, 深井真澄, 渡部

桃子, 永井孝宏, 小山貴寛, 永田昌毅, 小林孝憲, 

飯田明彦, 小野和宏, 高木律男: 鼻咽腔閉鎖機能

不全に対する咽頭弁形成術の臨床的検討. 第 39 回

日本口蓋裂学会総会・学術集会, 東京, 2015 年 5

月 21 日-22 日. 日口蓋誌, 40: 117 頁, 2015 年. 

12） 大湊麗, 児玉泰光, 五十嵐友樹, 深井真澄, 渡部

桃子, 永井孝宏, 小山貴寛, 永田昌毅, 小林孝憲, 

飯田明彦, 小野和宏, 高木律男: 鼻咽腔閉鎖機能

不全への対応：青年期咽頭弁形成術症例の長期言語

成績から. 第 39 回日本口蓋裂学会総会・学術集会, 
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東京, 2015 年 5 月 21 日-22 日. 日口蓋誌, 40: 153

頁, 2015 年. 

13） 深井真澄, 大湊麗, 工藤和子, 児玉泰光, 永田昌

毅, 今井信行, 小野和宏, 齋藤功, 小林正治, 高

木律男: 口蓋裂言語が長期化している口蓋裂成人

患者の心情に関する質的研究. 第 39 回日本口蓋裂

学会総会・学術集会, 東京, 2015 年 5 月 21 日-22

日. 日口蓋誌, 40: 156 頁, 2015 年. 

14） 小田陽平，石川裕子，小野和宏，藤井規孝，小林正

治，前田健康：診療参加型歯科臨床実習における web

公開型eポートフォリオ ―第2報 運用実績とシ

ステム改善について―．第 34 回日本歯科医学教育

学会学術大会，鹿児島，2015 年 7 月 10 日，同学術

大会プログラム・抄録集：78 頁，2015． 

15） 魚島勝美, 天雲太一, 竹内裕尚, 小野和宏, 吉羽

邦彦, 秋葉奈美, 二川浩樹, 津賀一弘, 田地豪, 

首藤崇裕, 三村純代, 菅井基行, 佐々木啓一, 前

田健康: 標準化された病態顎模型を用いた客観的

歯科臨床技能評価方法の開発—第 2 報—. 第 34 回日

本歯科医学教育学会総会および学術大会, 鹿児島, 

2015 年 7 月 10 日-11. 日第 34 回日本歯科医学教育

学会総会および学術大会プログラム・抄録集: 81

頁，2015 年. 

16） 秋葉奈美, 長澤麻沙子, 小野和宏, 秋葉陽介, 前

田健康, 魚島勝美: 総合模型実習におけるルーブ

リックを用いた評価とその信頼性検討. 第 34 回日

本歯科医学教育学会総会および学術大会, 鹿児島, 

2015 年 7 月 10 日-11. 日第 34 回日本歯科医学教育

学会総会および学術大会プログラム・抄録集: 84

頁，2015 年. 

17） 前岨亜優子, 隅田好美, 頭山高子, 小出 武, 末

瀬一彦, 福島正義：歯科衛生士臨床実習における学

生の不安の変化と性格特性,第34回日本歯科医学教

育学会総会および学術大会,2015 年 7 月 10 日,鹿児

島市. 

18） 横塚あゆ子, 隅田好美, 福島正義：要介護高齢者に

対する口腔清掃にかける時間と清掃効果ー施設職

員と歯科衛生士の比較—,日本歯科衛生学会第 10 回

学術大会,2015 年 9 月 21 日〜22 日,札幌市. 

19） 石井拓男, 福島正義, 大川由一, 平野浩彦, 渡邊 

裕：「高齢者の口腔機能の維持向上」に関する研究

討論会助言,日本歯科衛生学会第 10 回学術大

会,2015 年 9 月 22 日,札幌市. 

20） 横塚あゆ子, 隅田好美, 福島正義：要介護高齢者に

対する口腔清掃にかける時間分析と清掃効果ー老

人施設職員および歯科衛生士ボランティアの比較—,

平成 27 年度新潟歯学会第 2回例会,2015 年 11 月 7

日,新潟大学歯学部. 

21） 渡部平馬, 浅井哲也, 風間龍之輔, 金谷史夫, 石

崎裕子, 福島正義：各種 CAD/CAM 用修復材料の表面

組成について,第26回日本歯科審美学会学術大会プ

ログラム・抄録集,2015 年 11 月 22 日・23 日,東京・

東京歯科大学.  

22） 渡部平馬, 浅井哲也, 風間龍之輔, 石崎裕子, 福

島正義：各種 CAD/CAM 用修復材料に対するフッ化水

素酸処理の影響,第34回日本接着歯学会学術大会講
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長:任期 平成 27 年 4月 1日～平成 29 年 3月 31 日 

25） 中川兼人：「新潟県生活困窮者自立支援事業委託業

務申請事業者プロポーザル審査委員会」委員長、平

成 27 年 5月 25 日 

26） 中川兼人：「新潟県社会福祉士会」理事:任期 平

成 27 年 6月～平成 29 年 6月 

27） 中川兼人：「新潟県子どもの貧困対策推進計画検討

委員会」委員:任期 平成 27 年 6 月 15 日～平成 28

年 3月 22 日 

28） 中川兼人：「新潟市老人憩の家なぎさ荘指定管理者

申請者評価会議」委員長:任期 2015年7月13日～

2015年10月14日 

29） 中川兼人：「新潟しなの福祉会」評議委員:任期 平

成 27 年 8月 29 日～平成 29 年 8月 28 日 

30） 中川兼人：「新潟市中央福祉会」理事:任期 平成

27 年 10 月 25 日～平成 29 年 10 月 24 日 

31） 中川兼人：「生活弱者支援団体との意見交換会」/

新潟市歯科医師会,2016 年 3 月 22 日,新潟,2016. 
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